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一般社団法人 情報通信ネットワーク産業協会       

2026年3月11日 

 

2025年度第3四半期(10-12月) 通信機械生産･輸出入概況 
 

Ａ．国内市場動向（生産動態統計と貿易統計からCIAJにて纏め）            

（１）機種別の詳細動向（参照：図表A） 

機種別の2025年度10～12月期の実績は以下の通りです。端末機器は特にスマートフォンにお

いて、12月に輸入が集中し、円安の影響もあり金額ベースでの伸びが目立ちました。ネットワ

ーク関連機器はデータセンター需要の増大や、AI活用によるネットワーク自律化を見据えた光

伝送装置・ルーターへの投資が活発化しています。 

 

① 端末機器：             1兆1,497億円（前年同期比7.1％増） 

② ネットワーク関連機器：    3,182億円（  同  9.9％増） 

生産動態統計と貿易統計から「国内市場規模＝国内生産金額－輸出金額＋輸入金額」として

国内市場規模を算出しています（海外メーカーの輸入額も含みます）。 

 

    図表 A   国内市場規模の推移（機種別、四半期別） 
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Ｂ．国内生産動向（経済産業省「生産動態統計調査」からCIAJにて纏め）        

（１）機種別の詳細動向（参照：図表B） 

機種別の2025年度10～12月期の実績は以下の通りです。 

① 有線端末機器 150億円（前年同期比0.6％増） 

内訳は、電話機2億円（同比1.6％減）、ボタン電話装置35億円（同比4.8%増）、インター

ホン113億円（同比0.6％減）となりました。ボタン電話装置は工場、介護施設、中小企業

向けの底堅い需要が継続しました。 

② 移動体端末機器 182億円（同比6.6％減） 

内訳は、陸上移動通信装置（携帯電話含む）138億円（同比16.2％減）、海上・航空移動

通信装置44億円（同比45.3％増）となりました。海上・航空移動通信装置は大幅増となり

ましたが、携帯電話の需要低迷の継続により、全体では減少しました。 

③ 有線ネットワーク関連機器 330億円（同比2.3％減） 

内訳は、交換機21億円（同比32.4％減）、搬送装置（デジタル伝送装置含む）309億円

（同比0.7％増）となりました。搬送装置は国内キャリアのインフラ投資が今年度は堅調

に推移しました。 

④ 無線ネットワーク関連機器 183億円（同比45.7％増） 

内訳は、固定通信装置81億円（同比3.7％増）、基地局通信装置101億円（同比116.8％

増）。固定通信装置の官公庁向け防災需要が後押しし、また、基地局通信装置は5G SAの

普及や通信品質向上に向けた投資が伸長しました。 

⑤ ネットワーク接続機器 70億円（同比27.0％減） 

省庁・企業やデータセンター向け需要は引き続き堅調ですが、一時的な在庫調整により、

減少しました。※4～12月の今年度累計と前年同期の比較では4.5％減であり、年間累計ベ

ースでは大幅な減少には至っておりません。 

⑥ 有線部品（有線機器用リレー、中継器用など）67億円（同比11.4％増） 

有線部品の国内生産は5四半期ぶりに増加しました。 
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    図表B  生産総額の推移（機種別、四半期別） 
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Ｃ．輸出動向（財務省「貿易統計」からCIAJにて纏め）                

（１）機種別の詳細動向（参照：図表C-1） 

機種別の2025年度10～12月期の実績は以下の通りです。 

① 電話機及び端末機器 41億円（前年同期比11.0％減） 

内訳は、携帯電話28億円（同比22.9％減）、コードレスホン1億円（同比9.1％減）、その

他12億円（同比39.8％増）となりました。 

② ネットワーク関連機器 489億円（同比13.8％増） 

内訳は、基地局17億円（同比155.2％増）、データ通信機器456億円（同比10.7％増）、そ

の他ネットワーク関連機器15億円（同比43.0％増）となりました。欧州やアジアでのO-

RAN採用により、基地局は大幅に増加しました。 

③ 部品（有線系・無線系の合計）196億円（同比52.2％減） 

内訳は、アンテナ5億円（同比4.5％増）、その他の部品190億円（同比52.9％減）となり

ました。中国の国産化政策が加速し、アジア向けの大幅減を主因として減少しました。 

 

    図表C-1  輸出総額の推移（機種別、四半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域別の詳細動向（参照：図表C-2） 

地域別の2025年度10～12月期の実績は、アジア向け261億円（前年同期比42.1％減）、うち

中国向け50億円（同比73.5％減）。北米向け283億円（同比4.6％減）、うち米国は276億円

（同比3.6％減）。欧州向け138億円（同25.4％増）、うちEUは83億円（同比13.9％増）となり

ました。O-RAN選定に伴い欧州向け輸出は増加しましたが、アジア（主に中国）向け部品の大

幅な減少が輸出全体の押し下げ要因となっています。 
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（３）地域別構成比 

1位：北米 39.0％ （前年同期比    ＋5.5％） 

2位：アジア 36.0％ （  同     －14.8％） 

3位：欧州 19.1％ （  同      ＋6.6％） 

その他地域 5.9％ （  同      ＋2.7％） 

 

    図表C-2  輸出総額の推移（地域別、四半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ．輸入動向（財務省「貿易統計」からCIAJにて纏め）                

（１）機種別の詳細動向（参照：図表D-1） 

機種別の2025年度10～12月期の実績は以下の通りです。 

① 電話機及び端末機器 1兆4,698億円（前年同期比8.5％増） 

内訳は、携帯電話1兆1,178億円（同比7.4％増）、コードレスホン10億円（同比16.4％

減）、その他18億円（同比7.9％増）となりました。スマートフォンは、円安の影響で金

額ベースの伸びが台数ベースを上回っています。 

② ネットワーク関連機器 3,088億円（同比11.7％増） 

内訳は、基地局239億円（同比623.1％増）、データ通信機器2,774億円（同比4.4％増）、

その他ネットワーク関連機器75億円（同比1.2％増）となりました。データ通信機器のう

ち、スイッチング機器及びルーティング機器1,190億円（同比2.1％増）、その他のデータ

通信機器（伝送装置、通信装置、変復調装置等）1,584億円（同比6.1％増）となりました。

基地局は5G SAの普及や通信品質向上に向けた投資を主因として大幅に増加しました。 

③ 部品（有線機器と無線機器用部品の合計）405億円（同比16.3％増） 

内訳は、アンテナ57億円（同比57.8％増）、その他の部品348億円（同比11.5％増）とな

りました。 
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    図表D-1  輸入総額の推移（機種別、四半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域別の詳細動向（参照：図表D-2） 

地域別の2025年度10～12月期の実績では、アジアから1兆4,168億円（前年同期比8.8％

増）、うち中国は1兆1,878億円（同比8.0％増）。欧州から184億円（同比17.4％減）、うちEU

は168億円（同比18.2％減）。北米から215億円（同比24.2％増）、うち米国は184億円（同比

11.8％増）となりました。アジア（中国）からのスマートフォンと、国内インフラ投資を背景

とした北米からのデータ通信機器が伸長しました。欧州からの輸入減はドイツをはじめとする

欧州主要国の景気減速により、欧州製造業の製造・供給能力が一時的に低下したことも背景に

あると思われます。 

 

（３）地域別構成比 

1位：アジア 96.4％ （前年同期比   ＋0.3％） 

2位：北米 1.5％ （  同     ＋0.2％） 

3位：欧州 1.2％ （  同     －0.4％） 

その他地域 0.9％ （  同     －0.1％） 
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    図表D-2  輸入総額の推移（地域別、四半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ．受注･出荷動向（CIAJ受注･出荷統計より）                    

（１）2025年度10～12月期の実績 

CIAJ会員の国内メーカーによる受注・出荷の実績は2,479億円で、前年同期比24.3％減とな

りました。このうち、国内出荷は2,098億円の同比17.6％減、輸出は381億円の同比49.9％減と

なりました。 

国内出荷は、無線ネットワーク関連機器は固定通信装置（地上系）の官庁向け需要や通信基

地局通信装置の5G SAの普及や通信品質向上に向けたインフラ投資、その他ネットワーク関連

機器（ルーター／スイッチなど）はデータセンター需要を背景に増加しましたが、有線端末機

器、移動体端末機器、デジタル伝送装置、固定通信装置（衛星系）が減少し、国内出荷全体で

は減少しました。 

輸出は、固定通信装置（衛星系）は海外展開拡大に伴い増加しましたが、その他の機種が概

ね減少したため、輸出全体では大幅に減少しました。 

※CIAJ受注・出荷統計 ＝ CIAJ会員の国内メーカーの受注・出荷額 

                  （ ＝ 国内出荷額＋輸出額  ＝ 国内生産額＋海外生産した輸入額 ） 

 

（２）機種別動向 

国内出荷と輸出を合わせた機種別の2025年度10～12月期の実績は以下の通りです。 

① 有線端末機器 869億円（前年同期比27.8％減） 

VoIP-GWは増加しましたが、事業所用コードレスホン、インターホン、ファクシミリが減

少し、有線端末機器全体では減少しました。 

② 移動体端末機器 445億円（同比17.7％減） 

携帯電話は国内メーカーの低迷が継続し、移動体端末機器全体では減少しました。 

③ 有線ネットワーク関連機器 436億円（同比16.9％減） 

ボタン電話装置の底堅い需要やPON/MCの増設需要により増加しましたが、デジタル伝送装

置が大幅に減少し、有線ネットワーク関連機器全体では減少しました。 

④ 無線ネットワーク関連機器 606億円（同比32.2％減） 
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固定通信装置（地上系）の官公庁向け防災需要の継続、基地局通信装置の国内インフラ投

資拡大により増加しましたが、輸出は固定通信装置（地上系）と基地局通信装置が減少

し、無線ネットワーク関連機器全体では減少しました。 

⑤ その他ネットワーク関連機器 113億円（同比7.5％増） 

ルーターおよびLANスイッチ・ハブを中心にトラフィック増加に伴うデータセンター需

要、およびネットワーク増強に向けた継続的な設備投資により、その他ネットワーク関連

機器全体では増加しました。 

⑥ 通信機器用部品 11億円（同比30.3％増） 


